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第３期ロジスティクス環境会議 第２回本会議 議事録 

 

Ⅰ．日 時：２００９年３月１０日（火） １３：３０～１５：１５ 

 

Ⅱ．場 所：東京・千代田区 ホテルニューオータニ 本館地下１階 麗の間 

 

Ⅲ．出席者：９６名 

 

Ⅳ．議 案： 

１）研究会、委員会等の 2008 年度活動報告及び 2009 年度活動計画（案）について 

（１）グリーン物流研究会 

（２）包装の適正化推進委員会 

（３）グリーン物流推進のための取引条件検討委員会 

（４）グリーンロジスティクスチェックリスト調査ＷＧ 

（５）省エネ法実態調査 

２）鉄道へのモーダルシフト促進に向けた要望書の提出について 

３）情報提供活動について 

４）2008 年度収支決算（案）及び 2009 年度収支予算（案）について 

５）今後のスケジュールについて 

６）2008 年度活動の総括について 

 

Ⅴ．開 会 

  事務局の徳田より開会が宣された。 

 

Ⅵ．議長挨拶 

三村議長より、①運輸分野における二酸化炭素排出量はピーク時よりも７％減少して

いるが、京都議定書目標達成計画で定められた目標値には達しておらず、一層の取り組

みが必要、②昨年秋からの直下型の世界同時不況の影響を受けて、我が国経済もたいへ

ん厳しい状況であるが、将来の安定的な経済成長に向けて、今準備しておくことが必要、

③本日の研究会、委員会等の報告内容を共有し、次年度のさらなる成果につなげていた

だきたい旨の開会挨拶がなされた。 

 

Ⅶ．経過報告 

  事務局の徳田より、資料１－１、１－２に基づき、第３期ロジスティクス環境会議の

活動の根幹をなしている「循環型社会を実現するロジスティクス・グランドデザイン」

及び「ロジスティクス環境宣言」の説明がなされた。続いて、資料１－３、資料１－４

に基づき、組織体制及び第１回本会議以降の経過報告がなされた。 

 

Ⅷ．議事の経過 

三村議長の司会のもと、以下のとおり議事が進められた。 

 

１．議 事 

１）研究会、委員会等の 2008 年度活動報告及び 2009 年度活動計画（案）について 
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（１）グリーン物流研究会 

   下村幹事より、資料２－２に基づき、グリーン物流研究会の 2008 年度活動内容及

び 2009 年度活動計画（案）について説明がなされた。 

（２）包装の適正化推進委員会 

   増井委員長より、資料２－３に基づき、包装の適正化推進委員会の 2008 年度活動

内容及び 2009 年度活動計画（案）について説明がなされた。 

（３）グリーン物流推進のための取引条件検討委員会 

   山本委員長より、資料２－４に基づき、グリーン物流推進のための取引条件検討

委員会の 2008 年度活動内容及び 2009 年度活動計画（案）について説明がなされた。 

（４）グリーンロジスティクスチェックリスト調査ＷＧ 

   菅田幹事より、資料２－５に基づき、グリーンロジスティクスチェックリスト調

査ＷＧの 2008 年度活動内容及び 2009 年度活動計画（案）について説明がなされた。 

（５）省エネ法実態調査 

   事務局の徳田より、資料２－６に基づき、省エネ法実態調査に係る 2008 年度活動

内容及び 2009 年度活動計画（案）について説明がなされた。 

 

  研究会、各委員会からの説明の後、2008 年度活動内容及び 2009 年度活動計画（案）

については、全会一致で承認された。 

 

２）鉄道へのモーダルシフト促進に向けた要望書の提出について 

   高松企画運営委員より、資料３－１、３－２に基づき、第２期環境会議 ＣＯ２削減

推進委員会 モーダルシフトＷＧで取りまとめた「鉄道へのモーダルシフト促進に向け

た要望書」について、①関係行政機関、ＪＲ貨物等との協議・調整の結果、2009 年１

月 26 日（月）に国土交通省の３部局に提出、②今後、企画運営委員会の活動の一環と

して、関係行政、ＪＲ貨物との定期的な情報・意見交換会を実施する旨の説明がなさ

れ、全会一致で承認された。 

 

３）情報提供活動について 

   事務局の徳田より、資料４に基づき、情報提供活動についての 2008 年度活動内容及

び 2009 年度活動計画（案）について説明がなされ、全会一致で承認された。 

 

４）2008 年度収支予算（案）及び 2009 年度収支決算（案）について 

   事務局の徳田より、資料５－１に基づき、2008 年度収支決算（案）について説明が

なされた。つづいて、資料５－２に基づき、2009 年度収支予算（案）について説明が

なされた後、全会一致で承認された。 

 

５）今後のスケジュールについて 

   事務局の徳田より、資料６－１、６－２に基づき、今後のスケジュール（案）につ

いて説明がなされ、全会一致で承認された。 

 

 ６）2008 年度活動の総括について 

杉山企画運営委員長より、資料７に基づき、「環境宣言の実践」及び「人的ネット

ワークの構築」に向けて、運営上のさらなる工夫を行うとともに、環境会議メンバー
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に対して、主体的に参画いただきたい旨の要望がなされ、全会一致で承認された。 

 

以上をもって、三村議長は第２回本会議の議事を終了した。 

 

２．行政施策動向について 

  事務局の徳田の司会進行のもと、オブザーバー各省より行政施策動向の説明が行われ

た。発表者は以下のとおりである。 

 １）経済産業省  

   商務情報政策局 流通政策課 課長 

   髙橋 直人 氏 

 ２）国土交通省 

   政策統括官付参事官（物流政策） 

   山口 勝弘 氏 

 ３）農林水産省 

   総合食料局 流通課 課長補佐 

   遠藤 秀和 氏 

  

Ⅸ．閉 会 

   閉会にあたり、岡部副議長より、挨拶が述べられ、参加メンバー間でパートナーシッ

プをより深めながら 2009 年度の活動を進めていただきたい旨の要望がなされた後、事務

局の徳田が閉会を宣した。 

 

以  上 


